
  

 
報道発表資料 

令和４年１２月１４日（水） 
広報とよはし新コーナー「豊橋の家康をめぐる」連載開始！！  
令和５年１月８日（日）から、徳川家康を主役とする NHK 大河ドラマ「どうする家康」

の放送が開始されます。大河ドラマの放送に合わせ、広報とよはしでは新コーナーを制作し、

連載を始めました。豊橋市内にある徳川家康ゆかりの地を、時代背景や政治的背景、考古学・

地理学などからの考察も交え、「学芸員だからこそ語ることのできる“豊橋の家康”」を紹介

していきます。 

 

１ 掲載号について 

  令和 4年 12月号から開始し、以降 2か月に 1回、1年間で計７回、連載します。 

＜掲載号と掲載内容＞ 

 掲載号 掲載内容（令和５年２月以降は予定） 

第 1回 令和 4年 12月 竹千代強奪事件と大津湊（大津湊、太平寺、高縄城） 

第 2回 令和 5年 2月 飽海神戸神明社と家康、忠次 

第 3回 令和 5年 4月 徳川家康の吉田城攻め 

第 4回 令和 5年 6月 酒井忠次、武田信玄、織田信長と吉田城 

第 5回 令和 5年 8月 徳川家康と賀茂神社 

第 6回 令和 5年 10月 豊橋に残る徳川家康や酒井忠次の判物 

第 7回 令和 5年 12月 総括 

 

２ 見どころポイント 

ポイント１ ネタは「オール豊橋」！意外と知られていない家康と豊橋のつながりがまるわかり！ 

鳳来山東照宮や長篠合戦場など、東三河には全国的にも有名な家康ゆかりの史跡が存

在します。一方で、豊橋市内の家康ゆかりの地となると、多くの人が認識していませ

ん。これを読めば豊橋と家康の関連がまるわかり！とばかりに、市内各所のゆかりの

地を紹介していきます。  

 

ポイント２ 学芸員だからこそ語ることのできる「豊橋の家康」 

ゆかりの地をスポット的に取り上げるのではなく、時代背景や政治的背景、考古学・

地理学などからの考察も交え、学芸員ならではの視点から紹介します。 

いわゆる「歴史学」は古文書の解読が中心ですが、そこに豊橋の考古学・地理学を専

門とする学芸員の「山の上にあった…」とか「当時の川の流れはこうだったので…」

という考察が加わることで一層深みのある紹介ができるところが見どころです。 

 

 

問合先 企画部広報広聴課 課長補佐 酒井（電話 51-2167） 
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　大津湊・太平寺・高縄城

太平寺の開かずの門

太平寺は、平安時代の末期に創立したと伝わる

古刹です。江戸幕府から葵紋の使用を許され、

裏山には小さな東照宮があります。

　徳
川
家
康
が
竹
千
代
と
称
し
た
子
ど
も
の

こ
ろ
、
苦
難
に
満
ち
た
生
活
を
送
っ
た
こ
と

は
ご
存
じ
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
家
康
は
青
年
に
な
る
こ
ろ
ま
で
、
松

平
の
姓
を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
岡
崎
城
を

本
拠
地
に
し
た
松
平
氏
は
、
尾
張
（
現
在
の

愛
知
県
西
部
）
の
織
田
氏
、
駿
河
・
遠
江
（
現

在
の
静
岡
県
）
の
今
川
氏
の
二
大
勢
力
に
挟

ま
れ
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
当
主
で
あ
る
松
平
広
忠
は
、
家
を
守
る

た
め
、
息
子
の
竹
千
代
を
今
川
氏
に
人
質
と

し
て
差
し
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
人
質
と

な
る
べ
く
駿
河
に
向
か
っ
た
竹
千
代
は
、
岡

崎
を
南
下
し
て
、
当
時
「
西
郡
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
現
在
の
蒲
郡
の
湊
か
ら
船
に
乗
り
ま

し
た
。
そ
し
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
継
母

の
実
家
で
あ
る
戸
田
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た

「
大
津
湊
」
、
現
在
の
老
津
町
で
す
。

　と
こ
ろ
が
、
信
頼
し
て
い
た
戸
田
氏
の
裏

切
り
に
よ
り
、
竹
千
代
は
船
で
尾
張
の
織
田
氏

へ
と
送
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　こ
の
一
件
は
、
「
竹
千
代
強
奪
事
件
」
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
注
目
し
た

い
の
は
戸
田
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
大
津
湊
で

す
。
少
し
、
大
津
湊
の
こ
と
を
紐
解
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

　老
津
町
は
豊
橋
市
の
南
部
に
あ
り
ま
す
。老
津

と
名
乗
っ
た
の
は
明
治 

　（

　
　
　
　）
年
か
ら

で
、そ
れ
よ
り
前
は「
大
津
」と
称
し
て
い
ま
し
た
。

　大
津
と
は
、
大
き
な
湊（
港
）
の
こ
と
で
す
。

か
つ
て
は
三
河
湾
沿
岸
を
代
表
す
る
戸
田
氏

が
支
配
す
る
重
要
な
湊
町
で
し
た
。
そ
し
て
、

湊
の
宗
教
的
な
拠
点
で
あ
っ
た
の
が
太
平
寺

で
す
。
太
平
寺
は
、
数
多
く
の
文
化
財
を
所
蔵

し
て
い
る
臨
済
宗
の
寺
院
で
、大
津
湊
や
戸
田

氏
と
と
も
に
発
展
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
寺
と
本
堂
正
面
の「
開
か
ず
の
門
」
に
は
、

若
い
こ
ろ
の
家
康
が
今
川
氏
と
の
戦
い
の
中
で

逃
げ
込
ん
だ
と
い
う
、言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
竹
千
代
強
奪
事
件
の
舞
台
に

な
っ
た
湊
は
、
具
体
的
に
は
老
津
町
の
ど
こ

に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
戸
田
氏
の
居
城

で
あ
る
高
縄
城
は
、
現
在
の
家
政
高
等
専
修

学
校
の
位
置
に
あ
り
ま
し
た
。
戸
田
氏
は
水

軍
を
率
い
て
三
河
湾
の
制
海
権
を
握
っ
た
有

力
者
で
あ
り
、
城
の
す
ぐ
下
に
は
船
着
き
場

を
設
け
ま
し
た
。
現
在
の
地
形
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
大
津
湊
の
位
置
は
紙
田
川
の
河
口

に
当
た
る
、
現
在
の

　

 

号
線
バ
イ
パ
ス
か

ら
豊
橋
鉄
道
渥
美
線
の
老
津
駅
、
そ
し
て
家

政
高
等
専
修
学
校
付
近
に
か
け
て
広
が
っ
て

い
た
と
推
定
で
き
ま
す
。

 

　現
在
は
、
農
業
地
帯
に
姿
を
変
え
た
湊
町
・

大
津
。
豊
橋
鉄
道
渥
美
線
で
老
津
町
を
訪
ね

な
が
ら
、
繁
栄
し
た
湊
町
の
風
景
を
思
い
描

き
、
幼
き
家
康
の
苦
難
を
想
像
す
る
の
も
悪

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
１
回

　
竹
千
代
強
奪
事
件
と
大
津
湊

1
8
7
1

　豊橋市内の徳川家康ゆかりの地を、

2か月に1回の連載で学芸員が紹介し

ます。

11

259

高縄城址（現在の家政高等専修学校）

校門に説明の標柱があり、東側の道路は堀があっ

たところです。戸田氏が知多半島の河和から進出

してきたときに築かれました。

に
し
の
ご
お
り

お
お
つ
み
な
と

み
な
と

ひ
も

　と

た
か
な
わ
じ
ょ
う

　岡
崎
で
生
ま
れ
る

　人
質
生
活
が
始
ま
る

桶
狭
間
の
戦
い

三
河
統
一

長
篠
の
戦
い

本
能
寺
の
変

関
ヶ
原
の
戦
い

征
夷
大
将
軍
と
な
り

　
　
　江
戸
幕
府
を
ひ
ら
く

駿
府
で
亡
く
な
る

1542
(0 歳）

1547
(5 歳）

1560
(18 歳）

1566
(24 歳）

1575
(33 歳）

1582
(40 歳）

1600
(58 歳）

1603
(61 歳）

1616
(74 歳）

今回はこのあたりのお話

21 広報とよはし 令和4年12月


